


お正月などお祝いのときに使われる丸ばしは、「祝い

ばし」や「両口ばし」とも呼ばれています。両端が細く

なっているのは、片方を年(とし)神(がみ)様、もう片方

を人が使うことを意味しています。しなやかで折れるこ

とがなく縁起がよいことから、ヤナギの木で作られてお

り、白木の香りは、悪いものを追い払ってくれると信じ

られています。お正月の３日間は、使う人の名前を書い

た水引のはし袋に入れておきます。

七草がゆは、“無病息災”や“1年間元気に過ごせますよう

に”という願いが込められています。七草には栄養がたっぷり

含まれていて、お正月の間に食べすぎて疲れた胃には、とても

よい食べ物です。１月７日に七草がゆを食べて元気に過ごしま

しょう。

＊七草の種類や風習は、地域によって違います。


